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◎本要項に添付されている、出願に必要な本校所定の用紙は、次のとおりです。 

1  願書・写真票・受検票 

2  入学検定料振込依頼票 

3  入学検定料を郵便局（ゆうちょ銀行）から振り込む場合の注意点 
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1． 編入学を実施する学科、募集する人員及び編入学年次 

 

学   科 募 集 人 員 編入学年次 備   考 

電子機械工学科 若 干 名 第 4 学年  

制御情報工学科 若 干 名 第 4 学年  

 

 

2． 出 願 資 格 

次のいずれかに該当する者 

(1) 高等学校を令和 2 年 3月卒業見込みの者 

(2) 高等学校を卒業した者 

(3) 高等学校卒業程度認定試験または大学入学資格検定に合格した者、令和 

2 年 3月までに高等学校卒業程度認定試験に合格見込みの者で、令和 2 年

3 月 31日までに 18歳に達する者    

 

 

3． 本校の教育目標ならびに本校が求める学生像 

(1) 教育目標 

①人間性豊かな教養人となること 

②創造性豊かな技術者となること 

③国際性豊かな社会人となること 

 

(2) 本校が求める学生像 

①技術者になるために必要な基礎学力を有し、ものづくりに取り組める人 

②他人を思いやる心を持ち、自主的に行動できる人 

③コミュニケーション能力を有し、国際社会で活躍したい人 
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4． 願 書 受 付 

(1) 願書受付期間  令和元年 6月 24日(月)～6月 28日(金) 

            （願書は受付期間内に必着のこと） 

(2) 願書受付時間  9 時～16時 

(3) 願書受付場所    鳥羽商船高等専門学校 学生課入試・支援係 

                     〒517-8501 三重県鳥羽市池上町 1番 1 号 

             電話（0599）25－8404 

 

5．出 願 手 続 等 

出願者は、本校所定の「振込依頼票」に必要事項を記入し、検定料 16,500 円

を添えて最寄りの銀行から本校指定の送り先（振込依頼書に記載）へ電信扱いで

振り込んでください。（現金自動預払機（ATM）による振込は不可） 

なお、ゆうちょ銀行から振り込む場合は、振込依頼票が異なります。詳細は巻

末をご覧ください。 

● 出 願 書 類 

書  類  等 摘                        要 

① 編 入 学 願 書 

 

② 写 真 票 

 

 

③ 受 検 票 

 

④ 入学検定料通知書 

（学校提出用）又は 

  振込受付書 

 

⑤ 返 信 用 封 筒 

 

 

 

⑥ 調 査 書 

 

 

⑦ 卒業証明書又は 

卒業見込証明書 

 

⑧ 受 検 承 諾 書 

本校所定の用紙を使用し、必要事項を本人が記入してください。 

 

本校所定の写真票に、必要事項を記入の上、出願前 3 か月以内に撮影し

た正面上半身脱帽の写真（タテ4㎝×ヨコ3㎝）を貼付してください。 

 

本校所定の受検票に必要事項を記入してください。 

 

取扱銀行収納印のあるもの。ゆうちょ銀行で振り込まれた場合は、振込受

付書を提出してください。 

 

 

受検票を送付するための封筒です。 

封筒に志願者の郵便番号、住所、氏名を明記し、362円切手(速達)を貼付

してください。ただし、直接本校に持参する場合は不要です。 

 

在学（出身）学校所定の用紙を使用し、在学（出身）学校長が、作成し厳

封したもの。 

 

在学（出身）学校所定の用紙を使用し、学校長が証明したもの。 

 

 

現に就職している者は、その所属長の受検承諾書（書式は、任意とする。）

を提出してください。 

注1 入学志願者は、上記書類①～⑧のうち、該当する書類を提出してください。 

注2 郵送の場合は、必ず書留郵便とし、封筒の表に「編入学願書」と朱書きしてください。
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6． 選 抜 方 法 

編入学者の選抜は学力検査の成績、在学（出身）学校長からの調査書、面接の

結果の総合判定により行います。 

(1) 検査科目 

学  科 受 検 科 目 出  題  範  囲 

電子機械 

工 学 科 

必 修 

科 目 

数    学 

（1）必修問題 

   数学Ⅰ 

（2）選択問題 ※1 

   ①数学Ⅱ ②数学Ｂ 

英    語 コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケーション英語Ⅱ 

 

選 択 

科 目 
   ※2 

①機械工作 

・ 設 計 

鋳造、塑性加工、溶接、切削加工、 

機械に働く力と仕事、材料の強さ 

②電気・電子 磁気と静電気、電気回路、電子回路 

③物   理 力と運動、運動とエネルギー、電気と磁気 

①、②、③のうちいずれか1科目を選択 

制御情報

工 学 科 

 

必 修 

科 目 

   

数     学 

（1）必修問題 

   数学Ⅰ 

（2）選択問題 ※1 

   ①数学Ⅱ ②数学Ｂ 

英     語 コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケーション英語Ⅱ 

選 択 

科 目 
   ※2 

①情報処理 
コンピュータの基本回路、コンピュータの構成と機能、 

プログラミングの基礎、コンピュータの利用 

②電気・電子 磁気と静電気、電気回路、電子回路 

③物   理 力と運動、運動とエネルギー、電気と磁気 

①、②、③のうちいずれか1科目を選択 

※1 必修科目の数学の（2）選択問題については、事前に指定するのではなく、受検時に問題を選択する形式で 

   行う。 

※2 選択科目は、1科目を出願時に選択すること（編入学願書及び受検票の所定の欄に記入すること）。 

 

(2) 学力検査及び面接日時  

月 日 数  学 英   語 選択科目 面  接 

7月24日 

（水） 

10：00～11：00 

（60分） 

11：10～12：10 

（60分） 

13：10～14：10 

（60分） 
14：30～ 

 

(3) 検査地 

    鳥羽商船高等専門学校 
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7． 合格者の発表 
(1) 令和元年 8 月 8日（木） 午前 10時 
(2) 発表方法 

     本校に掲示すると共に在学（出身）学校長及び本人に通知します。 
    また、本校ホームページに合格者の受検番号を掲載します。 
     なお、電話等による合否の照会には一切応じません。 

 

8． 入学確約書の提出等 
合格通知を受けた者は、「入学確約書」を令和元年 8 月 20 日（火）までに、

学生課入試・支援係へ提出してください。なお、期限までに「入学確約書」を
提出しない者は、入学の意思がないものとして取り扱います。入学手続日、入
学に必要な書類については「入学確約書」提出者に後日通知します。 

 

9． 注 意 事 項 
(1) 出願書類の不備又は違式のものは、受理しないことがあります。また、

虚偽の記載があったときは、入学後でも入学許可を取り消すことがあり
ます。 

(2) 振込済の入学検定料は、次の場合を除き返還しません。 
   ①入学検定料を振り込んだが、出願書類を提出しなかった場合又は出願が

受理されなかった場合。 
   ②誤って入学検定料を二重に振り込んだ場合。 
(3) 試験当日に必要なものは、受検票を参照のうえ準備してください。 
(4) 学力検査当日は午前 9 時 30 分までに来校し、係員の指示に従ってください。 
(5) 不明な点がある場合には、本校学生課入試・支援係に問い合わせてくだ

さい。 
 

10．個人情報の取扱いについて 
入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選

抜に用いた試験成績・評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は、
入学者選抜の資料として使用するとともに、次の目的のためにも利用します。 

(1) 入学後の教育・指導 
(2) 入学料、授業料の免除申請の審査 
(3) 奨学金の申請の審査 
(4) 本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度改善のため

の調査研究 
 

11．検 査 場 案 内       
 

※鉄道利用           
 ＪＲ・近鉄鳥羽駅から 2 ㎞   
 タクシー5分（徒歩 30 分） 
       
 近鉄池の浦駅(急行・各停)   
から0.8㎞ 徒歩10 分         
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◇ 編 入 学 案 内 ◇ 
 

 

1．本校の沿革 

本校は、明治 14 年 8 月に旧鳥羽藩士近藤真琴翁により創立された私立の攻玉

社分校鳥羽商船黌をその前身とし、以来町立・県立・国立と所管の移り変わりを

経て、昭和 42年に国立鳥羽商船高等専門学校（航海学科・機関学科）に昇格し、

平成 16 年 4 月には独立行政法人国立高等専門学校機構鳥羽商船高等専門学校と

なり、現在に至っています。 

  昭和 60 年 4 月に電子機械工学科が、昭和 63 年 4 月に航海学科・機関学科を

改組し商船学科及び制御情報工学科が設けられ、現在の 3 学科となっています。

また、平成 17 年 4 月に専攻科が設置され、商船学科を基礎とする「海事システ

ム学専攻」と、電子機械工学科と制御情報工学科を基礎とする「生産システム工

学専攻」の 2専攻があります。 

 

2．教育目的と修業年限 

本校は、教育基本法及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業

に必要な能力を育成することを目的としています。 

  電子機械、制御情報の各工学科は、陸上企業の先端エンジニアとなるために必

要な情報処理、電気・電子工学等の専門教育科目と数学、物理、化学、社会、外

国語等の一般教育の学習を 5年間の修業年限で行います。 

 なお、本校には、上記以外に商船学科があり、修業年限は 5 年 6か月となって

います。 

 

3．編入学生を募集する学科の紹介 

《電子機械工学科》           

電子機械工学科は、機械工学の分野と電子工学の分野の両方にわたる専門的な

知識、技術を学び、情報制御を含めた新しい工業技術の分野に対応できる技術者

を養成する教育を行います。 

《制御情報工学科》 

制御情報工学科では、システム開発やシステム・インテグレーションスキルを

身につけたシステム技術者の育成という時代の要請に応えるために、情報応用シ

ステムおよび組み込みシステムに関する専門知識と技術を身につけた技術者を

養成する教育を行います。 
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4．学       寮 

学寮は、学生の勉学に適する環境において規律ある共同生活を体験させ、これ

を通じて人間形成に資するとともに、職業に必要な資質を身につけさせるための

教育施設で、希望により入寮することができます。 

生活指導は、すべての教員が日常生活のあらゆる面で何等かの役割をもってい

ます。制度的には学級担任教員、寮務主事、同主事補、寮監や当直教員がその指

導に当たっています。 

学寮は、暁寮（女子寮を含む）があり、寮室は寝室兼自習室の一部屋になって

おり、編入学生は 1 人部屋を原則としています。 

 

5．ク ラ ブ 活 動 

 本校には、カッター、少林寺拳法、柔道、剣道、陸上競技、サッカー、ソフト

テニス、野球、卓球、バレーボール、バスケットボール、バドミントン、水泳、

空手の運動部と吹奏楽、写真、ESS、文芸、ロボコンの文化部があり、大半の学

生はいずれかの部に入部してクラブ活動に励んでいます。運動部は地区、県の大

会や高専大会に参加するなど校外試合も盛んに行われています。 

 

6．経       費 

 入学時に必要な費用は、約 29 万円です。これには入学料（84,600 円）、授業

料（前期分 117,300円）、学生会費、教科書代などが含まれています。なお、後

期に約 13 万円が必要です。在学中に授業料等の改定が行われた場合には、改定

時から新授業料が適用されます。 

次年度からは毎年前期に約 17万円、後期に約 13万円が必要です。 

  また、入寮する場合は食費などの経費として、月々5万円程度必要となります。 

 

7．入学料・授業料等の免除・徴収猶予制度 

(1) 入学料 

  入学前 1年以内において、入学する者の学資を主として負担している者が死亡

したり、風水害等の災害を受けた場合など特別な事情により入学料の納付が著し

く困難であると認められる者には、申請に基づき選考のうえ、入学料の全額また

は半額を免除し、あるいは徴収を猶予する制度があります。 

(2) 授業料 

  経済的理由によって、納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる者、風水

害等による災害を受け、納付困難と認められる者には、申請に基づき選考のうえ、

授業料の全額または半額を免除する制度があります。 
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8．奨学金貸与制度 

独立行政法人日本学生支援機構、近藤記念海事財団奨学金等の奨学金貸与制度

があり、その内容は下記に示す通りです。この制度を有効に利用している学生が

多数います。 

 

奨 学 金 種 別 一 覧 
平成31年4月現在 

 
独立行政法人 

  日本学生支援機構  
近藤記念海事財団奨学金 

対 象 学 科 全 学 科 全 学 科 

貸 与 月 額 第一種 
自 宅 45,000円 

一般 20,000円 
自宅外 51,000円 

採 用 期 4月 4月 

採 用 数 推薦による選考採用 
選考による採用 

    若干名 

貸 与 期 間 全課程修業期間 全課程修業期間 

出 願 書 類 

① 確認書 

② 所得証明書等 
（出願書類提出後 ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞをも

らってｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの申込） 

① 願 書 

② 誓約書 

③ 家計事情調書 

（所得証明書等） 

            



８ 

電 制 電 制

        学      科 子 御 合        学      科 子 御 合

機 情 機 情

械 報 械 報

工 工 工 工

  会 社 名 学 学 計   会 社 名 学 学 計

科 科 科 科

ダイキン工業㈱ 2 2 美和ロック株式会社 1 1

村田機械㈱ 1 1 UL Japan 株式会社 1 1

㈱LIXIL 2 2 メタウォーター株式会社 1 1

㈱アテック 1 1 株式会社 FIXER 1 1

イオンディライト㈱ 1 1 中部電力株式会社 1 1

㈱NTTファシリティーズ 1 1 富士通クラウドテクノロジーズ株式会社 1 1

明石機械工業㈱ 1 1 NTTコムエンジニアリング株式会社 2 2

中部電力㈱ 1 1 株式会社NTTフィールドテクノ 1 1

サントリーグループ 1 1 ダックシステム株式会社 1 1

三菱電機エンジニアリング㈱ 1 1 国際ソフトウェア株式会社 1 1

第一工業製薬㈱ 1 1 株式会社NTTネオメイト 1 1

㈱マイスターエンジニアリング 1 1 パナソニック株式会社　ES社津工場 1 1

パワーサプライテクノロジー㈱ 1 1 イーウェル株式会社 1 1

㈱ＪＡＬエンジニアリング 1 1 キャノン株式会社 1 1

東芝インフラシステムズ㈱ 1 1 株式会社LIXIL 1 1

シンフォニアエンジニアリング㈱ 1 1 東芝インフラシステムズ株式会社 1 1

オークマ㈱ 1 1 オムロンフィールドエンジニアリング株式会社 1 1

旭化成㈱ 1 1 キヤノンシステムアンドサポート株式会社 1 1

西日本旅客鉄道㈱ 1 1 森永乳業株式会社　中京工場 1 1

三菱電機メカトロニクスエンジニアリング㈱ 1 1 キクカワエンタープライズ株式会社 1 1

東海交通機械㈱ 1 1 シンフォニアテクノロジー株式会社 1 1

パナソニックシステムソリューションズジャパン㈱ 1 1

ナブテスコ㈱ 1 1 【進学】

東海旅客鉄道㈱ 1 1 鳥羽商船高等専門学校　専攻科 3 6 9

㈱テクモ 1 1 神戸大学

㈱アビスト 1 1 東京海洋大学

四日市合成㈱ 1 1 豊橋技術科学大学 1 2 3

浜松ホトニクス㈱ 1 1 長岡技術科学大学 1 2 3

西日本コベルコ建機㈱ 1 1 電気通信大学 1 1

廣瀬精工㈱ 1 1

旭電気㈱ 1 1 【その他】

パナソニック株式会社　AIS社伊勢工場 1 1 その他（進学予定、自主就職含む） 1 1

富士ゼロックス三重株式会社 1 1

38 36 74

　　平成３１年３月３１日現在

9．卒業後の進路 

平成30年度卒業生 就職先等一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学等編入学状況（過去 5 年間） 

　 （　）は女子内数

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

1 4 3 3 3 8(2) 4(1) 8 4(1) 6(1)

1(1)

1 1

1 1 1 1 2

1

2 1 3 2 1 4 3(2) 1 1(1) 2

1

5 5 6 8 5 12(2) 9(4) 9 5(2) 11(1)合計

進学者数

学科

年度

電気通信大学

長岡技術科学大学

岐阜大学

豊橋技術科学大学

東京工業大学

電子機械工学科 制御情報工学科

鳥羽商船専攻科

筑波大学

 



９ 

10．カ リ キ ュ ラ ム 

学修
単位 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

国 語 総 合 １ 2 2
国 語 総 合 ２ 2 2
国 語 総 合 ３ 2 2 留学生を除く

歴 史 １ 2 2
歴 史 ２ 2 2
現 代 社 会 2 2 留学生を除く

日 本 語 教 育 １ 2 2 留学生のみ

日 本 語 教 育 ２ 2 2 留学生のみ

基 礎 数 学 １ 2 2
基 礎 数 学 ２ 2 2
基 礎 数 学 ３ 2 2
微 分 積 分 １ 2 2
微 分 積 分 ２ 2 2
微 分 積 分 ３ 2 2
代 数 ・ 幾 何 １ 2 2
代 数 ・ 幾 何 ２ 2 2
物 理 １ 2 2
物 理 ２ 2 2
理 科 総 合 2 2
化 学 基 礎 2 2
保 健 体 育 １ 2 2
保 健 体 育 ２ 2 2
保 健 体 育 ３ 2 2
書 道
美 術
音 楽
English Communication １ 2 2
English Communication ２ 2 2
English Expression １ 2 2
English Communication ３ 2 2
English Communication ４ 2 2
English Expression ２ 2 2
総 合 英 語 １ 2 2
総 合 英 語 ２ 2 2
一 般 基 礎 教 育 １ 2 2
一 般 基 礎 教 育 ２ 1 1

63 24 23 16 0 0
国 語 表 現 〇 2 2
文 学 概 論 〇 2 2
哲 学 〇 2 2
社 会 科 学 概 論 〇 2 2
法 学 〇 2 2
日 本 語 教 育 ３ 〇 2 2 留学生のみ

日 本 語 教 育 ４ 〇 2 2 留学生のみ

化 学 １ 〇 2 2
化 学 ２ 〇 2 2
スポーツ健康学実習１ 1 1
スポーツ健康学実習２ 1 1
英 語 １ 1 1
英 語 ２ 1 1
英 語 ３ 1 1
英 語 ４ 1 1

20 0 0 0 15 5
留学生は
4年17単位
5年7単位

12以上 0 0 0

75以上 24 23 16

3 1 1 1

令和２年度編入学生　　　　　　一般科目（電子機械工学科・制御情報工学科）

授 業 科 目 単位数
学　　　年　　　配　　　当

備　　考

2 1科目選択

外
国
語

小　　　計

選
択
科
目

人
文
･
社
会

自然科学

保健体育

外
国
語

必
修
科
目

人
文
･
社
会

自
然
科
学

保

健

･

体

育

芸
術

2

※)選択科目単位数に、鳥羽商船高等専門学校以外の教育施設等における学修等に関する規則別表２に揚げる技能審査の単
位数を加算することが出来る。なお、技能審査が単位認定された学年を問わず選択科目の修得単位に含めるものとする。

開設選択科目単位数合計

※)選択科目単位数 12以上

合　　　　　　　　　計 12以上

特別教育活動

 



１０ 

学修

単位 1年 2年 3年 4年 5年

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

〇 2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

3 3

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

1 1

3 3

〇 2 2

〇 2 2

1 1

3 3

8 8

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

〇 2 2

68 8 10 18 16 16

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

14 0 0 0 6 8

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

14 0 0 0 6 8

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

14 0 0 0 6 8

〇 2 2

〇 2 2

1 1

1 1

6 0 0 0 4 2

82 8 10 18 22 24

34 0 0 0 16 18

90
83

24 23 16
17
15

10
5

上段は平成27･28年度入

学生、下段は平成29･30

年度入学生

75以上 24 23 16

32 33 34

令和２年度編入学生　　　　　　　　　　　専門科目（電子機械工学科）

授業科目 単位数
学年別配当

備考

電 気 機 器

電 気 電 子 工 学

プ ロ グ ラ ミ ン グ

工 学 数 理 基 礎 １

電 気 回 路

電 子 回 路

計 測 工 学

マ イ コ ン 工 学

工 学 数 理 基 礎 ２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン １

創 造 実 験 １

制 御 工 学

機 械 設 計

応 用 数 学 １

応 用 数 学 ２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン ２

創 造 実 験 ２

電 力 工 学

工 業 英 語

キ ャ リ ア デ ザ イ ン ３

工 学 実 験

卒 業 研 究

機 械 製 図

機 械 工 学 演 習

工 業 力 学

材 料 力 学

機 械 工 作 法

小計（31科目）

モ
デ
ル
必
修
科
目

機
械
系

機 構 学

小計（7科目）

電
気
電
子
系

組 込 み シ ス テ ム 工 学

専
門
必
修
科
目

工 学 リ テ ラ シ

電 気 電 子 基 礎

情 報 工 学 基 礎

機 械 工 学 基 礎

※電気電子系は選択
科目として受講可能

流 体 力 学

機 械 力 学

熱 力 学

材 料 学

設 計 製 図

応 用 ロ ボ ッ ト 工 学

※機械系は選択科目
として受講可能

組 込 み ソ フ ト ウ エ ア 工 学

電 磁 気 学

ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 工 学

セ ン サ 応 用 シ ス テ ム

制 御 応 用 シ ス テ ム

電 子 物 性

専
門

必 修 科 目 単 位 数 合 計

選 択 科 目 単 位 数 合 計

小計（7科目）

選
択
科
目

ネットワークプログラミング

IT シ ス テ ム 工 学

デ ー タ ベ ー ス

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム

ソ フ ト ウ エ ア 工 学

モ バ イ ル シ ス テ ム

数 値 計 算 法

小計（7科目）

特 別 講 義 １

特 別 講 義 ２

イ ン タ ー ン シ ッ プ １

イ ン タ ー ン シ ッ プ ２

小計（4科目）

一
般

開 設 科 目 単 位 数 合 計

修 得 科 目 単 位 数 合 計 12以上

修 得 単 位 数 167以上 130以上

167以上（一般科目75以上・専門科目82以上）



１１ 

学修

単位 1年 2年 3年 4年 5年

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1

3 3

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

1 1

3 3

〇 2 2

〇 2 2

1 1

3 3

8 8

2 2

2 2

2 2

2 2

〇 2 2

〇 2 2

68 8 10 18 16 16

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

14 0 0 0 6 8

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

14 0 0 0 6 8

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

〇 2 2

14 0 0 0 6 8

〇 2 2

〇 2 2

1 1

1 1

6 0 0 0 4 2

82 8 10 18 22 24

34 0 0 0 16 18

90
83

24 23 16
17
15

10
5

上段は平成27･28年度入

学生、下段は平成29･30

年度入学生

75以上 24 23 16

32 33 34

令和２年度編入学生　　　　　　　　　　　　　　専門科目（制御情報工学科）

授業科目 単位数
学年別配当

備考

電 気 機 器

電 気 電 子 工 学

プ ロ グ ラ ミ ン グ

工 学 数 理 基 礎 １

電 気 回 路

電 子 回 路

計 測 工 学

マ イ コ ン 工 学

工 学 数 理 基 礎 ２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン １

創 造 実 験 １

制 御 工 学

ア ル ゴ リ ズ ム と デ ータ 構造

応 用 数 学 １

応 用 数 学 ２

キ ャ リ ア デ ザ イ ン ２

創 造 実 験 ２

電 力 工 学

工 業 英 語

キ ャ リ ア デ ザ イ ン ３

工 学 実 験

卒 業 研 究

情 報 工 学

電 気 情 報 実 習

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク

情 報 数 学

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

小計（31科目）

モ
デ
ル
必
修
科
目

電
気
電
子
系

組 込 み シ ス テ ム 工 学

小計（7科目）

情
報
系

ネットワークプログラミング

専
門
必
修
科
目

工 学 リ テ ラ シ

電 気 電 子 基 礎

情 報 工 学 基 礎

機 械 工 学 基 礎

※情報系は選択科目
として受講可能

組 込 み ソ フ ト ウ エ ア 工 学

電 磁 気 学

ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 工 学

セ ン サ 応 用 シ ス テ ム

制 御 応 用 シ ス テ ム

電 子 物 性

※電気電子系は選択
科目として受講可能

IT シ ス テ ム 工 学

デ ー タ ベ ー ス

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム

ソ フ ト ウ エ ア 工 学

モ バ イ ル シ ス テ ム

数 値 計 算 法

専
門

必 修 科 目 単 位 数 合 計

選 択 科 目 単 位 数 合 計

小計（7科目）

選
択
科
目

機 構 学

流 体 力 学

機 械 力 学

熱 力 学

材 料 学

設 計 製 図

応 用 ロ ボ ッ ト 工 学

小計（7科目）

特 別 講 義 １

特 別 講 義 ２

イ ン タ ー ン シ ッ プ １

イ ン タ ー ン シ ッ プ ２

小計（4科目）

一
般

開 設 科 目 単 位 数 合 計

修 得 科 目 単 位 数 合 計 12以上

修 得 単 位 数 167以上 130以上

167以上（一般科目75以上・専門科目82以上）  



 令和２年度 

 鳥 羽 商 船 高 等 専 門 学 校 編 入 学 願 書 

 

志望学科 工学科 選択科目  ※受検番号  

志 

 

 

 

 

願 

 

 

 

 

者 

フ リ ガ ナ  
男 

・ 

女 

生 年 月 日 

氏   名 

（署  名） 
 

 
平成   年   月   日生 

フ リ ガ ナ     

 

現 住 所 

 

〒 

 

 電話（    ）   ―  

出身高等学校 

平成・令和   年   月    出身中学校    

中学校 

 

 

           高等学校     科 

高等学校卒業

後 の 履 歴 

平成  年  月 

平成  年  月 

平成  年  月 

保

護

者 

フ リ ガ ナ  

志願者との続柄 

 

氏    名 

（署  名） 

 

フ リ ガ ナ     

現 住 所 

〒 

 

電話（    ）   ― 

 記入上の注意事項 1．選択科目欄には、各学科の選択科目のうち 1 科目を選択し記入すること。 

          2．黒又は青色インク（ボールペンでもよい。）で記入すること。 

          3．※印欄以外はすべて志願者が記入し、該当事項は○で囲むこと。 

          4．氏名は住民票記載のとおりに記入すること。 

 

 

（ 
都

道

府

県 

卒業見込 

卒  業 

） 



 

 

令和２年度 

編入学志願者写真票 
        鳥羽商船高等専門学校 

※受検番号  

志 望 学 科 工学科 

氏  名  
男
・
女 

平成   年  月   日生 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 

編 入 学 受 検 票 

       鳥羽商船高等専門学校 

※受検番号  

志 望 学 科         工学科 

選 択 科 目  

氏   名 

 

 
男
・
女 

平成   年  月   日生 

学 力 検 査 時 間 割 

7月 24日（水） 

数  学 10：00 ～ 11：00 

英  語 11：10 ～ 12：10 

選択科目 13：10 ～ 14：10 

面  接 14：30 ～ 

 

受 検 心 得 
1．学力検査の当日は、午前 9 時 30 分までに来 

校して係員の指示に従ってください。 

2．検査場には下記以外のものを持ち込んでは 

いけません。 

   ア．受検票 イ．鉛筆（HB） ウ．鉛筆削り 

   エ．消しゴム オ．三角定規  カ．時計 

3．本票は必ず検査場に携行し、試験時間中は 

机上の右上角に置いてください。 

4．受検中、検査係員の指示に従わないとき、 

又は不正の行為があったときは、直ちに退場 

させます。 

切 

り 

取 

ら 

な 

い 

こ 

と 

切 

り 

取 

ら 

な 
い 

こ 

と 

写真貼付欄 

1．写真は正面上半身

脱帽（4 ㎝×3 ㎝） 

2．出願前 3 か月以

内に撮影したもの 



取扱期限 令和元年6月28日(金)

令和 年 月 日

令和 年 月 日 令和 年 月 日



入学検定料を郵便局（ゆうちょ銀行）から振り込む場合の注意点

入学検定料は郵便局（ゆうちょ銀行）からも振り込むことが出来ますが、以下の条

件を満たす必要がありますので、ご注意ください。 

(1) ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は口座からのみ可能で、現金による振込

は出来ません。ご利用の際は、『通帳とお届け印』または『キャッシュカード』が

必要です。

(2) ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は募集要項に添付されている振込依頼

書を使用することは出来ません。窓口で「ゆうちょ銀行専用の振込依頼書（※1）」
を受け取り、記入いただく必要があります。

(3) 振込後、「振替払出請求書預金口座振替による振込受付書（※2）」を受領し、入

学願書に添えて提出してください。なお、提出のないものは、出願できません。 

※1 ゆうちょ銀行専用の振込依頼書（サンプル） 

※2 振替払出請求書預金口座振替による振込受付書（サンプル） 

口座番号は、右詰めで

ご記入ください。 

必ずお届け印を捺印

ください。 

ご依頼人と口座名義人が異

なる場合、ご記入ください。

〈受検者の住所〉

〈受検者の住所〉

振替払出請求書預金口座振替による振込受付書（サンプル）

ドクリツギヨウセイホウジン　コクリツコウトウセンモンガツコウキコウホンブ
スイトウメイレイヤク　ジムキヨクチヨウ　ハブキシゲオ

独立行政法人　国立高等専門学校機構本部
出納命令役　事務局長　土生木茂雄
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